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論　　文　　の　　要　　旨
　この論文は，22MeVに加速されたスピン偏極重陽子ビームを2種類の原子核標的52Crおよび206Pb
にあて，その弾性散乱と1中性子移行反応（d，p）の実験をおこない，さらにその反応メカニズムの
詳細を解析している。
　この実験における特徴は，重陽子偏極ビームの特性を活かして，微分断面積dσ（θ）の角度分布
のみならず，ベクトル分析能iTu（θ）および3組のテンソル分析能丁20（θ），T2ユ（θ），T22（θ）
のそれぞれの角度分布を精度よく測定していることである。標的52Crは申性子閉殻核であり，中性子
単一粒子準位の対2p3／2，2p至／2が（d，p）反応で観測されること，標的206Pbは両閉殻核208Pbの近傍
でかつ3p3／2，3pユ／2対が観測されることによりそれぞれ選ばれている。
　著者は，観測された弾性散乱および（d，p）反応の微分断面積と偏極分析能を，直接反応理論に基
づくDWBA法（歪曲波ボルン近似）およびCDCC法（Conti㎜uu肌DiscretizedCo叩1edCha㎜e1）を適
用して詳細に解析している。中間状態での重陽子分解過程が取り込まれるのがCDCC法の特徴である。
その結果，CDCC解析により弾性散乱および（d，p）反応両過程の断面積と偏極分析能測定値をよく
再現することができた。その際重陽子の低い部分波（軌道角運動量が小）の標的核による吸収が弱め
られることが肝要であることがわかった。これは光学ポテンシャルの虚数部が標的核の内部で正値を
取ることに対応している。著者はこの対応を，入射東保存に対するS行列法を応用して見い出してい
る。また光学ポテンシャルのスピン・軌道結合部の強さの修正も必要であった。
　上記の正の虚数ポテンシャルの原因として，著者は非弾性散乱チャネルにおける多段階過程の寄与
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が重要であることを指摘している。また同種核子に対する反対称化効果の寄与が分析され，光学ポテ
ンシャルの強さに対して10％程度の寄与が見い出された。
審　　査　　の　　要　　旨
　この論文の特色の第一は，スピン偏極重陽子ビームを利用して，断面積のみならずベクトルおよび
テンソル偏極分析能を弾性散乱と1核子移行反応（d，p）に対して広い散乱角領域に渡って精度よく
測定したことである。これにより，第二の特色である理論計算との詳細な比較が可能になった。第二
の特色は，CDCC法を駆使して反応メカニズムの詳しい解析をしていることである。S行列法の応用
などの新しい工夫もみられる。以上の結果は，低エネルギー原子核反応メカニズムの解明に十分寄与
するものと評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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